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1.序 言
 筆者は近年,専 攻する公衆衛生学から派生 した一主
題 として,わ が国における飢謹に関する調査研究を続
けている國'。わが国の史書に飢鰹を初見するのは仁徳





けて来た,と 表現 して も過言ではないだろう。
 このような情況 は基本的に,世 界史上にも稀な2世
紀半余にわたる"不 戦平和時代"を 実現 させた近世の
徳川政権治下にあ って も全 く変 りなかった。この時代
269年 聞*iを 通 じて,全 国的に"凶 ・飢"の 記録が全 く
見当らない年数は,僅 か63力 年に過ぎない3)。 この一
事よりしても,江 戸期の国民 は表面的な"泰 平"の 底
層に潜流する"飢 餓への恐怖"に 絶えず脅かされ続け,
少 くとも食生活に関する限 りは,決 して"鼓 腹撃壌"
を謳歌 していた訳ではなかったことが理解されよう。
 江戸時代に発生 した主要な飢饒を年代順に列記すれ
ば表1の とお りである。これらのうち,享 保(No・14),
天明(No・17)お よび天保(No・22)期 のものは"近 世
三大飢漣"と 呼ばれているが,寛 永期の飢謹(No・5)
も,そ れに次 ぐ規模のものであ ったと推察されている。
 相踵 ぐ飢謹の犠牲となって,痛 ま しくも餓死ないし
京都女子大学食物学科衛生学第1研 究室
*1・ 徳川家康が実質的に天下の政権を掌握 した関ケ
 原役戦勝の慶長元年(1600)以 降,明 治元年(1868)
 の江戸開城に至る間を江戸時代と見倣 した。
疫死 して行 つた人々は,い つも例外な く下層農民と都
市細民たちであった。ことにみずか ら食糧生産に携わ
りなが ら,収 穫の大半は貢租や年貢に収奪され,平 常
      あわ  ひえ
作の年でさえ粟,稗 などで辛うじて糊 口を凌いでいた





え少 くなかった。一方都市にも各地か ら流亡 して来 た
飢民たちが路傍に行き倒れたり,米 価の高騰で暮しの
                  せぎよう
立たな くな った細民たちと共に,粥 などの施行で辛 う
じて露命をつなぐ有様であ った。
 しか しながら,こ のよ うに無力で哀れな細民たちも




その一つは残り乏 しい食糧の"増 量"と"食 い延ば
し"と いう消極策であり*2,他 の一つは積極 的に,米
麦などの通常食糧に代替する未利用可食物,す なわち
     りよう         ぶ じき
救荒食糧 〔"根"又は"夫食"と 記 され,"か て もの"と 和
訓される〕の開発であった。 しか し前者には当然,そ
の効用におのずから限界があ ったのに対 し,後 者の重
要性は時代 と共 に認識が高ま り,篤 農による経験的知
見や儒 ・医 ・本草学者たちによる調査研究の成果が次
第に集積 されて行き,飢 民の救済にはか り知れない貢
献を もたらした。今 日われわれは,こ れ らに関する数
多 くの文献14～18)に接することがで きる。 この種諸文
*2・ これ らの事例は文献12及 び13に 記載されている。
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表1 江戸時代の主要な飢鍾
No.1 発生年 1 主要被害地 |主要原因 INo.1 発生年 | 主要被害地 |主要原因
1l慶長9_._慶長111畿内，東北，関東 1 1 4|享保17_._事保181 Eetfi 1)1 lJF.i71i I=l * 1604 1606 |四国 !大風，洪水1 | m2 1730 I東海以西西日本 |蛭害
2 1官4_._腎 i61東国，畿内，諸国!大風，洪水 1151腎 4_..._腎;1東北 下雨冷害
3 1官ア~TEJ|畿内東北 [霧雨4パ認J~官 18I四国中部東哨L
41官;~ l諸国 l早魁 卜71守政~守政|全国間北)1臨火
5 1寛永18_._寛永191諸国(特に東北) I冷室 118 1 寛政~_.....__中国，九州 [雲仙噴火164 1642 1 ''1=1= q'T'~ /l'-.-1 W/ 口 11 .LU 792 同|
6 I 慶安 2_.....__慶安~ 1東北 (冷害~ 1191寛政10_._寛政PI東北 (冷害
1 1649 -1650 1 /1".".jL..風水害 1 J.v 1 1798 . -179 1 /1".".jL. 
|綜~TEf|東北中四国 l大問 lHomo拙 11東北 ト冷害
81お~腎11東北北陸畿内[洪水 ト1|奇妙~鳴11東北 l霧雨冷害
9 1官~官 l全国 (冷害 l己保3"天保81全国| |気候不順 1 JJJJ 1 1832 '-1837 1 (殊に関東以北) I qJ口
判官;_.....__奇抜!支持関東上方|気候不順 1231哨J~強引東北山陰 (洪水
nl 元禄 8_.....__天和~ I東北，北陸 !霧雨，冷宝 124 I 嘉永 5~嘉永~ I東北，北陸 |霧雨，冷害11695 1682 i /I'-...-1W  .-jur-=::c.ロ I1.1 1852 1853 1 /l'-.-1W  .-jwr= 




































































































































|要課lNo. 品名[形態 配合副材(調製法ム)1 分配 (用法)・効能 原 典 備 考
1 白米 一(井篭にて再度蒸した後乾) 25 世事百談(山崎美成)
大江氏兵根丸
梗
2 白米 一(酒浸~乾を10度反復後粉砕製丸) 丸 兵 飢(毎日 3粒呑用)糧なくとも不 20 兵法四十二箇条奥書
3 嬬 白米 慨に一昨て蜘 |丸|引一 一己受用
半日兵粧丸







































6 I飴 I I一(毎日 2文分の飴批溶く) l 
71 葛 1c根内蕎麦糊問後酒にて堅練製造)I 
(1日絶食後豆を食う)1年継 1 25 1寿世保元〔世事百談7
続仙人となる
(毎日 5"-'7粒服用〉百草木枝 120，21 救荒野譜(宋・黄庭堅〉
葉食ひて不飽 | 
(毎日 1丸服用〉 グ 14 I救飢製食法集書 |大道丸
! (飢時5，6粒食)一時の飢を 1 2 
凌ぐ
品購47.4回:400 I 20 救荒野譜(晋・劉景先)惇子煎汁を飲めば薬効下)
用)5， 6日飢を助く。18，201扶桑声問私記幡町
(用時に再蒸日乾，粉として飽 8 避穀仙方略抄 ¥c用時湯水を用いぬとと〉
用〉其後一切食不用
丸 | 避 I 1丸服用:7…・・3丸:21日 2 
日間食不要 I 
団子|不，避I(再蒸して腹一杯食う)数十日 I 1 
間穀不要
団子| 不 I (再煮供食)1個 7日… 4個
: 2400日不飢

































































































































































































? ? ? ?
末
丸|不，兵 |義経不食丸40 ネ艮 製諸丸白)酒 (2品練合せ蕎麦粉を衣として 7(57日粒不宛飢服用)義経これを服し 20 I (出典不明)
41 均 嬬，麦粉 (3品練合せ製丸) 丸不，兵 (1日1粒服用)疲労覚えず 20 武門要秘録 有沢民兵粧丸
42 f/ 葛粉 (2品練合製丸) 丸不 (5粒程服用)飽えず 20 軍髄応童記 防飢丸
43 作 松脂，白米 (3品練合製丸) 丸不 15人 3日分の食となる 8 救荒便覧
44 人 f/ 米粉，蕎麦粉( 1 丸兵 有沢氏兵根丸
45 f/ 酒子浸と蕎す麦)粉，嬬粉 (3品練合桃実大団 団子 兵 力(1勤日健1個服用)3日間不疲気 20 鬼一法眼奥書 鬼一法眼兵糠丸
46 f/ |す蕎)麦粉，嬬，鶏卵(卵にて練り固め蒸 因子 兵 (1日3個食)曽て不飢 20 武事精説(鈴木梅城) 鈴木氏第一兵根丸
47 の 籾末米と，し胡水麻に和(寒して中製の水丸)に浸し干して細 丸 兵 (に1携日行110回0日l可丸用) 100丸を戦陣 20 陸軍糧株廠調査書 竹中氏兵根丸第二
参
48 f/ 南に天製丸葉)蕎麦粉， 嬬粉， 烏頭(桐実大 丸 兵 20 旧尾張藩報告書 尾張藩兵組丸
49 の 蕎嬬麦(粉酒浸，小製麦団粉)"'山薬， 甘草， 憲政仁， 団子 兵 (し1日3個食)心労することな 20 長孝補註〔万川集海〕 乾氏兵糠丸〔飢渇丸コ
50 f/ 憲塩政仁，嬬，蕎麦粉，甘草，松皮，食 錠 兵 陸軍糧株廠報告書 陣中携帯糧食
51 菌体 一(去皮酒浸15日，後蔭干貯蔵) 全品 不 (その億食用〉よく飢を防ぐ
52 4ケ (白蒸麺製粉乾，末蜂)蜜， 胡麻油， 甘草， 乾萎 末 不 飽〈常食に1匙冷水にて鴨下〉百日 14 f/ 
53 夜 H 豆縮砂，仁黄，蝋貫衆， 白1E， 甘草， 荏香， 黒 丸 不，避 不(数飢粒生松葉と共に食す〉よく 14 f/ 
54 イ? 骨な砕す補)m'杏仁，甘草(各等分揖て粉と 末 避 て(生食松す葉)除不飢汁乾粉と混ぜ湯に 14 η 
55 ~こ 11 杜丸仲)l'弗l支，甘草(掲て粉とし糊で製 丸 避 を(10可粒食をとよすく噛み呑む)草葉類 14，24 荒政要覧




















主材.6.1 .621 No.I'--，--- 配合副材(調製法)仕様|分類|
品名|形態
60 1地黄|根茎|天門冬(蜜で練り製丸)丸 | 不 I(毎日 3個温酒で服用〉遠行に I18 1普救類方補益書
l 飢えず
61 1芝麻|種 子|濡，棄 (3品こね混ぜ団子とする) I因子| 不 1 (1日1個食)1日飢に及ばず I25 I白河燕談
62 1喪薬| グ 1-(掲て刺を去り細末とする) 末 | 不 1 (.1日2銭目宛，冷水にて服用)! 14 I救飢製食方集書
凌飢
631蕪青| グ 1-(煮て苦味を去り，掲て粉とする) 1 末 | 不 1 (冷水にて服用)よく飢を凌ぐ 114 1 
641石蓮|果肉 1-(蒸して芯を去り，蜜にて製丸〉 |丸|不 1(雌宛服用)長く飢えず I 14 1 
651山薬|塊茎i- i全品|不 1(焼きて食す)よく飢を助く I 23 [語海
吋鉄|種子1- 餅|不兵l舗として食す)1個1吋お|| に当る | 
67 1椎茸|菌体|芋茎(生醤油で妙煮)全品| 不 1 (焼塩と共に口にふくむ〉飢を I 8 I救荒便覧
| 凌ぐ
68 1 桑 |不熟実|ー(干して粉末とする) 末 | 不 1 (湯にといて飲用)3日飢を凌 1 8 1 
ぐ
69 I 干(節)I -(上皮を削り去る)全品| 不 ! (随時噛みしゃぶる)性気を助 1 20 1 武教全書(窪田清吉)
け，凌飢
i グ |野老，嬬(3品等量混，大型丸lこ仕上げ)1 丸 | 不 1 (1日1"-'3丸食)その日中心
易し
711 グ |晒米，蕎麦粉，鰻白干，梅干，生松甘肌| 丸 i 兵 i (1回2，3粒服用)7，8日下飢 18，201救荒便覧 i忍術兵糧丸
η グ |山芋，ウドン粉，焼塩，砂糖(合せ蒸練)1 餅 | 兵 I (随時食用) I 20 I武事精談(鈴木梅城) I鈴木氏第二兵糠丸
73[ i'@ [干品|大麦，嬬，鯉肉，勝海鼠 !丸|兵 I~毎朝晩 1 腕)僻地遠行食に 18 ， 201忍徳巻 1忍術兵根丸第二
l 適
741海鼠|串 干 1-(醤油煮) I全品|兵 1 (随時噛みしゃぶる)24時不飢 18 I救荒便覧 | 
751田螺|生肉|一(醤油煮メ，干して乾粉とする) |末[兵 I(随時湯峨き飲む) グ I 8 1 グ | 
761 ~ I干 品|夜苓，竜骨(製末) 末 |兵 I (衰弱した兵に飲ませる) I 20 I鎌倉文明論(三上参次)I楠氏兵利丸
π| 牛 | 肉 1-(水煮した後干，鰹節状に仕上げ) 1会品| 避 I (小量宛根とする)避穀に適 I 20 I拾役之抄 I(ij~後隠切支丹秘食)

















吋啄鳥(糞日|- |全品川:俳溶き用ふ〉神秘的効能あ I20 I拾役之抄
り
80 1腐肉虫(干品 1- 末 l兵 I( グ ) 1日の気力を 120 グIW~' ~...-L1 1 HH ，，- |養う 1 --
81 1 白 l南天燭子，氷糖 (3品合せ蕎麦粉粥で| 丸 !兵，不[(1日1杓服用)その日不飢 :20， 251砦草
製丸)
黄 |嬬米(鍋内で熱し米に蝋を吸収させる)1全品| 兵 1 (随時食用〉数日不飢 1 20 救荒野譜
| 白 |妙梗米( グ ) 1 全品| 兵 I (潰し湯に立てて食用) 14 救飢集験方
黄 |白麺粉，白夜苓(糊を和し熱して板状 i煎餅| 兵 1 (1日絶食後飽食)7日不飢 1 14 グ
とする)
851 - 1- 全品| 不 ! (寛永飢鐘時五畿内で強制貯 9 I板倉顕命録 i 
l 味 1 . _ I _ I蔵)餓死者少し •• _.. 
i 一 |嬬米，寒晒粉(味噌煮として貯)全品 i兵 ¥ (用時水に浸す)軍陣絶根に人 20 乾長考補註 i 
馬共に有用
以噌 ! 焼 |- l全品[兵 !(湯で溶き飲用)終日他食不要 20 軍議分類(広瀬蒙斎) l(石田三成の創案〉
88 I 紙 I - I一(水に浸して蒸し，臼で抱く) 餅 | 不 I (天明飢館時これを食す)一家 26 I経済要録(佐藤信測) I 
存命
891 |砂分除去1-(適宜糊粉を加へ餅又は粥とする) 1全品|不，避!とれを食せば絶穀しでも不飢 I 18 1飢鐘考 l 
U 土 i白 土|一( グ )全品| 不|米沢の茶屈で因子とす。歯に |25 !遊芸園随筆(川路聖護)l
障らず味住し。
91 1 1- 米 (2品水に浸し，掲いて団子とするい団子|避 1之を食せば穀を避く 1 27 博物志 i 
2赤石脂I -黄蕃竜骨防風鳥頭(臼で揖き， 1丸|不!(飯後に 1丸服用)500里を行 I 20 救荒野譜 l 1/. ~"~I 蜜で掠る) ， 1./.JJ.:.u.'t' .，"J . ...， '1--1 '-JJ...L.U'--' . ru |くこと可。-~
ば U i-(漆の実の如し，米に混ぜて措く) I団子1不 l食の助け山 25 I醐間集 i(享保飢館時東海地方に降)
1¥る
ハ l天養糞 1-(形松露の知し)全品(不 |之を食ひ，一村餓死を免る i 25 I卯花園漫録(石上宣統)!(応永の頃周防国に降る)
石麺 i-(石の如き真白のもの)全品| 不 | グ 1 25 i北国奇談巡杖記 I(飢僅時加賀鶴来に降る)
|観音粉1-(大石の上に吹出し，白米粉のごとし)1全品[ 不 |近隣村か村民争い取り食い飢 I 6 1原典不明 I(天明飢僅に奥州鬼首に生}
l i l l J免る l l fず / ごくのゆ1-(蔓草を切れば吹出す甘い汁液) ¥ 11 不 |樵夫飢えたる時，之を嘗めて ! 25 I老牛余晴(小寺清之) '1 (甲州大聖寺村iと産す)凌ぐ
98 I 水 一 不 |曲沃のー婦生済不食，只水を 1 25 石山柳崖〔中陵漫録J
|飲む
991 1- 不 I (常に口中lζ溜め嘱下)20日余 1 8 I救荒便覧 | 
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28)明・李時珍:“本草綱目ぺ 9(1596)刊。
29)小野蘭山:“本草網目啓蒙"5(享和2年[1802J刊)。
30)丹波康則:“医心方26(永観2年[984J)。
31)橘守部:“待問雑記・下ぺ 著年不詳(文政年
間?[1818，._ 1829J)。
32)橘南籍:“黄華堂医話ぺ著年不詳〈寛政年間?
[l789，._1800J)。
